
JP 4471348 B2 2010.6.2

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透過原稿を載置すると共に複数の透過原稿領域が設定されている原稿台ガラスと、前記
載置された透過原稿に光を照射する複数の光源ユニットと、前記原稿台ガラスに沿って移
動して、前記複数の光源ユニットにより透過原稿に照射され前記透過原稿を透過した光を
受光して前記透過原稿の画像を読み取る画像読取手段とを備える画像読取装置であって、
　前記複数の光源ユニットは、前記複数の透過原稿領域の夫々に対応した位置で、前記移
動の方向に並べて配置され、
　前記画像読取手段の移動した読取位置に設定されている前記透過原稿領域に応じて前記
複数の光源ユニットのうちの点灯する光源ユニットを切り替える光源ユニット切替手段を
備えることを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　前記複数の光源ユニットは、互いに発光色の異なる複数の光源を備え、前記画像読取装
置は、前記複数の光源を順次切り替える点灯制御手段を有することを特徴とする請求項１
記載の画像読取装置。
【請求項３】
　前記透過原稿領域の各領域の読取は、対応する前記複数の光源ユニットの前記複数の光
源をライン毎に順次点灯して読み取ることを特徴とする請求項２記載の画像読取装置。
【請求項４】
　前記複数の光源は、赤色、緑色、青色の発光ダイオードから成ることを特徴とする請求
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項２又は３記載の画像読取装置。
【請求項５】
　前記点灯制御手段は、前記透過原稿の種類に応じて前記複数の光源の駆動電流を制御す
ることを特徴とする請求項２乃至４のいずれか１項に記載の画像読取装置。
【請求項６】
　前記複数の光源ユニットは、白色光源を有することを特徴とする請求項１記載の画像読
取装置。
【請求項７】
　前記複数の光源ユニットの少なくとも１つが、１つの前記透過原稿領域に対応している
ことを特徴とする請求項１記載の画像読取装置。
【請求項８】
　前記複数の光源ユニットは、前記透過原稿の少なくとも１コマの画像に対応した前記透
過原稿領域を照明する光源であることを特徴とする請求項１記載の画像読取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像読取装置に関し、特に、複数の透過原稿領域を有する透過原稿を読み取
るための画像読取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、透過原稿を読み取るための画像読取装置は、透過原稿を読み取るための光源を反
射原稿用のものとは別に搭載している。この画像読取装置は、透過原稿の読取を行う場合
、反射原稿用の光源とは別に設置された透過原稿用の光源を利用し、画像読取装置本体内
における撮像装置搭載のコンタクトイメージセンサを副走査方向に移動することで透過原
稿の読取を行っていた。
【０００３】
　上記透過原稿用の光源として多く用いられている蛍光管は、点灯後光源の光量が安定す
るまでの時間（以下「ウォームアップ時間」という。）が長く、点灯してからすぐに原稿
の読取を開始することができない。
【０００４】
　このウォームアップ時間は、透過原稿用の光源として用いられる蛍光管の点灯制御によ
り保温して、光源の光量を一定に保つことにより短縮したり（例えば、特許文献１参照）
、また、図６に示すように、透過原稿用の光源として蛍光管でなく発光ダイオードを用い
てウォームアップ時間を不要としている（例えば、特許文献２参照）。
【０００５】
　図６の画像読取装置は、読取原稿を載置すると共に、透過原稿領域１８が設定されてい
るコンタクトガラス１６と、コンタクトガラス１６の上に載置された読取原稿を照明すべ
く当該読取原稿の上に配される透過原稿用照明装置１７とを備える。透過原稿用照明装置
１７は、面状導光体２０と、透過領域に対応して面状導光体２０の側部に配された発光ダ
イオード２１とを備える。
【特許文献１】特開平８－８７０７５号公報
【特許文献２】特開２００３－３１５９３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、ＵＳＢバスパワー(５００ｍＡ)で制限された電力しか使用できない画像
読取装置で、画像読取用に光源を移動させることなく複数コマの透過原稿を一度の原稿の
載置で読み取る場合、複数コマに光源を設置しなくてはならない。このような画像読取装
置の光源として蛍光管を用いると、いくら制御点灯しても電力不足により十分な保温がで
きず、ウォームアップ時間を短縮できないという問題があった。
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【０００７】
　また、光源として点状光源ＬＥＤを用いると、ウォームアップ時間が不要であるため、
上記のような問題は生じないが、カラー画像を読み取る場合には、複数コマに設置された
複数の点状光源ＬＥＤを一度に点灯することとなり、電力不足により十分な光量を確保で
きないという問題があった。
【０００８】
　本発明の目的は、複数の透過原稿領域を有する透過原稿の読取用光源の消費電力を低減
することができる画像読取装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の画像読取装置は、透過原稿を載置すると共
に複数の透過原稿領域が設定されている原稿台ガラスと、前記載置された透過原稿に光を
照射する複数の光源ユニットと、前記原稿台ガラスに沿って移動して、前記複数の光源ユ
ニットにより透過原稿に照射され前記透過原稿を透過した光を受光して前記透過原稿の画
像を読み取る画像読取手段とを備える画像読取装置であって、前記複数の光源ユニットは
、前記複数の透過原稿領域の夫々に対応した位置で、前記移動の方向に並べて配置され、
前記画像読取手段の移動した読取位置に設定されている前記透過原稿領域に応じて前記複
数の光源ユニットのうちの点灯する光源ユニットを切り替える光源ユニット切替手段を備
えることを特徴とする。
【００１０】
　請求項２記載の画像読取装置は、請求項１記載の画像読取装置において、前記複数の光
源ユニットは、互いに発光色の異なる複数の光源を備え、前記画像読取装置は、前記複数
の光源を順次切り替える点灯制御手段を有することを特徴とする。
【００１１】
　請求項３記載の画像読取装置は、請求項２記載の画像読取装置において、前記透過原稿
領域の各領域の読取は、対応する前記複数の光源ユニットの前記複数の光源をライン毎に
順次点灯して読み取ることを特徴とする。
【００１２】
　請求項４記載の画像読取装置は、請求項２又は３記載の画像読取装置において、前記複
数の光源は、赤色、緑色、青色の発光ダイオードから成ることを特徴とする。
【００１３】
　請求項５記載の画像読取装置は、請求項２乃至４のいずれか１項に記載の画像読取装置
において、前記点灯制御手段は、前記透過原稿の種類に応じて前記複数の光源の駆動電流
を制御することを特徴とする。
【００１４】
　請求項６記載の画像読取装置は、請求項１記載の画像読取装置において、前記複数の光
源ユニットは、白色光源を有することを特徴とする。
　請求項７の画像読取装置は、請求項１記載の画像読取装置において、前記複数の光源ユ
ニットの少なくとも１つが、１つの前記透過原稿領域に対応していることを特徴とする。
　請求項８の画像読取装置は、請求項１記載の画像読取装置において、前記複数の光源ユ
ニットは、前記透過原稿の少なくとも１コマの画像に対応した前記透過原稿領域を照明す
る光源であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　請求項１記載の画像読取装置によれば、画像読取手段の移動した読取位置に設定されて
いる透過原稿領域に応じて複数の光源ユニットのうちの点灯する光源ユニットを切り替え
るので、透過原稿の読取用光源の消費電力を低減させることができる。
【００１６】
　請求項２記載の画像読取装置は、読取時の読取色のみ発光させるので不要な発光を抑え
ることができる。
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【００１７】
　請求項３記載の画像読取装置は、ライン毎に順次点灯するので大きな色ずれが生じない
で、消費電力を抑えることができる。
【００１８】
　請求項４記載の画像読取装置は、上記複数の光源は、赤色、緑色、青色の発光ダイオー
ドからなるので、ウォームアップ時間の必要を無くし、且つ消費電力を低減することがで
きる。
【００１９】
　請求項５記載の画像読取装置は、透過原稿の種類に応じて前記複数の光源の駆動電流を
制御するので、透過原稿の読取用光源の消費電力を確実に低減することができる。
【００２０】
　請求項６記載の画像読取装置は、白色光源を用いるので、色ずれが無く、且つ消費電力
を抑えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態を図面を用いて詳説する。
【００２２】
　図１は、本発明の実施の形態に係る画像読取装置の概略構成を示す図であり、図１（ａ
）は側面図であり、図１（ｂ）は平面図である。
【００２３】
　図１において、画像読取装置１００は、３つのコマから成る透過原稿としての読取原稿
１０５を載置するコンタクトガラス１０６と、コンタクトガラス１０６の上に載置された
読取原稿１０５を照明すべく当該読取原稿１０５の上に配される透過原稿用照明装置１０
７と、透過原稿用照明装置１０７に接続された後述する図２の電気基板１０９と、電気基
板１０９に接続されると共に、コンタクトガラス１０６の下方で副走査（矢印）方向に移
動するコンタクトイメージセンサ（ＣＩＳ）１０１（画像読取手段）とを備える。コンタ
クトガラス１０６上の画像読み取り領域は３つの透過原稿領域１０８ａ，１０８ｂ，１０
８ｃとして制御される。
【００２４】
　透過原稿用照明装置１０７は、原稿側の面に光拡散シート（不図示）が設置された面状
導光体１１０と、１箇所あたりＲ，Ｇ，Ｂ各色の透過原稿用発光ダイオード（ＬＥＤ）を
備え、３つの透過原稿領域１０８ａ，１０８ｂ，１０８ｃに夫々対応して面状導光体１１
０の側部３箇所に配されたＬＥＤユニット１１１，１１２，１１３とを備える。ＬＥＤユ
ニット１１１が備えるＲ，Ｇ，Ｂ各色の透過原稿用発光ダイオードは、導光体１１０の構
造と不図示の光拡散シートにより、透過原稿領域１０８ａを略均一に照明する。他のＬＥ
Ｄユニット１１２，１１３も同様に対応する透過原稿領域１０８ｂ，１０８ｃを夫々略均
一に照明する。
【００２５】
　イメージセンサ１０１は、読取原稿１０５を透過した透過光をコンタクトガラス１０６
を介して受光するレンズアレイ１０３と、受光した光を光電変換するモノクロイメージセ
ンサ１０４とを備え、さらに、反射原稿用ＬＥＤ、線状導光体、を搭載している不図示の
反射原稿用照明装置を備える。
【００２６】
　上記画像読取装置１００は、透過原稿読取時に以下のように作動する。
【００２７】
　透過原稿読取時には透過原稿用ＬＥＤユニット１１１，１１２，１１３からの照射光を
面状導光体１１０を介して読取原稿１０５に照射する。このとき、画像読取装置１００は
、コンタクトイメージセンサ１０１を原稿に沿って副走査（矢印）方向に移動させながら
、１ライン毎に先ずＬＥＤユニット１１１のＲ，Ｇ，Ｂ各色を切り替えて点灯させること
により、読取原稿１０５からのＲ，Ｇ，Ｂ各色の透過光をモノクロイメージセンサ１０４



(5) JP 4471348 B2 2010.6.2

10

20

30

40

50

で受光すると共に、受光量に相応する電気的な画像信号に光電変換する。この各画像信号
に対し、電気基板１０９において画像処理を施して２次元カラー透過原稿画像を得る。
【００２８】
　また、画像読取装置１００は、上記の透過原稿読取動作時にコンタクトイメージセンサ
１０１の副走査方向における位置に応じて、透過原稿領域１０８ａ，１０８ｂ，１０８ｃ
に対応して、点灯ＬＥＤユニットをＬＥＤユニット１１１，ＬＥＤユニット１１２，ＬＥ
Ｄユニット１１３の順に切り替えて点灯していくことで複数コマの透過原稿画像の読取を
行う。
【００２９】
　モノクロイメージセンサ１０４にて光電変換された電気信号は、電気的に接続された電
気基板１０９に送られる。
【００３０】
　図２は、図１の画像読取装置１００における電気基板１０９を含む各種処理回路のブロ
ック図である。
【００３１】
　図２において、電気基板１０９は、図１におけるコンタクトイメージセンサ（ＣＩＳ）
１０１より出力された電気信号に対してアンプ増幅、ＤＣオフセット補正、Ａ／Ｄ変換等
の処理を行いデジタル画像データを出力するアナログ・フロントエンド・プリプロセッサ
であるＡＦＥ４０２と、ＡＦＥ４０２から出力されたデジタル画像データのシェーディン
グ補正を行うシェーディング補正回路４０３と、シェーディング補正回路４０３での補正
後の画像データに対してガンマ変換処理やパッキング処理等の所定の処理を行う画像処理
回路４０４と、画像読取装置１００のホスト装置となる外部装置４０６との間でコントロ
ール信号の受容や画像信号の出力を行うインターフェース回路４０５とを直列に備える。
【００３２】
　シェーディング補正回路４０３は、コンタクトイメージセンサ１０１が透過原稿用照明
装置１０７からの照射光を読み取って作成した基準レベルのデータに基づいてシェーディ
ング補正を行う。この基準レベルのデータは、予め外部装置４０６に記録されており、透
過原稿読取時にシェーディング補正回路４０３がインターフェース回路４０５を介して外
部装置４０６から取得する。
【００３３】
　画像処理回路４０４は、外部装置４０６で予め設定された画像読取モード（２値,２４
ビット多値など）をインターフェース回路４０５を介して取得し、この取得された画像読
取モードに従ってパッキング処理を行う。
【００３４】
　外部装置４０６は、画像読取装置１００を制御するためのスキャナドライバを有してお
り、画像読取装置１００と一体となって画像処理システムを構成する。このスキャナドラ
イバは、外部装置４０６のコンピュータで実行されるソフトウエアであり、上述の画像読
取モードの指定、解像度指定、読取範囲の指定を行うためのユーザーインターフェースを
有し、各指定に基づくコントロール信号や読取開始命令等をインターフェース回路４０５
を介して画像読取装置１００に送信する。また、スキャナドライバは、画像読取装置１０
０で読み取った画像データをインターフェース回路４０５を介して外部装置４０６に送信
する制御や、その送信された画像データを外部装置４０６の不図示のディスプレイに表示
する制御も行う。
【００３５】
　光源切替回路４０７は、ＣＩＳ１０１内の反射原稿用ＬＥＤと透過原稿用照明装置１０
７内の透過原稿用ＬＥＤユニット１１１，１１２，１１３を切替駆動する。システムコン
トローラ４０８は、画像読取装置１００全体の制御を行う。
【００３６】
　図３は、図１における透過原稿用照明装置１０７の光源切替回路４０７のブロック図で
ある。
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【００３７】
　図３において、光源点灯制御回路５０８は、Ｒ，Ｇ，Ｂの夫々の色のＬＥＤの点灯を制
御する。Ｒ－ＬＥＤ駆動回路５０１は、光源点灯制御回路５０８により赤色ＬＥＤの点灯
が指示された期間、Ｒ－ＬＥＤを駆動する。Ｇ－ＬＥＤ、Ｂ－ＬＥＤも同様に夫々緑色、
青色のＬＥＤを駆動する。透過原稿を読み取るときには、透過原稿読み取り用に設定され
た駆動電流で各ＬＥＤを駆動し、反射原稿を読み取るときには、反射原稿読み取り用に設
定された駆動電流で各ＬＥＤを駆動する。さらに、透過原稿読み取りでは、透過原稿がネ
ガかポジかに応じて駆動電流を変える。ＳＷ５０２は、光源切替制御回路５１０からの指
示により、ＬＥＤ駆動回路５０１の駆動電流を、透過原稿用ＬＥＤユニット１１１、１１
２、１１３の何れかに接続するか、あるいは反射原稿用ＬＥＤ１１４に接続するかを切替
える。ＳＷ５０３は、点灯位置切替制御回路５０９からの指示により、ＳＷ５０２を３組
の透過原稿用ＬＥＤユニット１１１、１１２、１１３の何れの組に接続するかを切替える
。例えば、ＳＷ５０２が透過原稿用ＬＥＤに接続され、ＳＷ５０３が透過原稿用ＬＥＤユ
ニット１１１に接続されていると、ＬＥＤ駆動回路５０１は透過原稿用ＬＥＤユニット１
１１の３色のＬＥＤを駆動するように接続される。また、光源点灯制御回路５０８は、カ
ラー画像読取の主走査方向１ラインを読み取る間に、Ｒ、Ｇ、ＢのＬＥＤが順番に点灯す
るように制御する。画像読取装置１００は、夫々の色のＬＥＤが点灯している期間に各々
の色の主走査方向１ラインの信号を読み取る。読み取った信号は外部装置４０６に送る。
外部装置４０６はこの信号を受け取って３色のカラー画像信号を得る。
【００３８】
　図４は、図１の画像読取装置１００によって実行される透過原稿読取処理のフローチャ
ートである。透過原稿読取か反射原稿読取か、また、透過原稿がネガかポジかは、ユーザ
からの設定で切り替えることができ、また、原稿を自動検知することで設定することもで
きる。ここでは、透過原稿が設定されており、光源切替制御回路５１０は透過原稿用ＬＥ
Ｄを指示しており、ＳＷ５０２によってＬＥＤ駆動回路５０１の出力はＳＷ５０３に接続
されている。
【００３９】
　図４において、まず、画像読取装置１００は、電源投入後にイニシャライズが完了する
と、外部装置４０６に格納されているスキャナドライバから透過原稿である読取原稿１０
５の読取開始命令をインターフェース回路４０５を介して受信するのを待ち、この受信が
されたときに（ステップＳ６００でＹＥＳ）、点灯位置切替制御回路５０９が点灯位置切
替制御用ＳＷ５０３にて、まず、ＬＥＤ駆動回路５０１を透過原稿用ＬＥＤユニット１１
１と接続する（ステップＳ６０１）。
【００４０】
　次に、画像読取装置１００は、インターフェース回路４０５を介してスキャナドライバ
からプリスキャン開始命令を受信すると（ステップＳ６０２でＹＥＳ）、プリスキャン処
理を行う（ステップＳ６０３）。この処理は、具体的には、まず、点灯位置切替制御回路
５０９がＬＥＤ駆動回路５０１を駆動し、透過原稿用ＬＥＤユニット１１１のＲ－ＬＥＤ
を点灯して透過原稿にＲ－ＬＥＤ光を１ライン分照射し、読取原稿１０５からの透過光を
モノクロイメージセンサ１０４にＲ読取信号として蓄積する。次に、透過原稿用ＬＥＤユ
ニット１１１のＧ－ＬＥＤを点灯して、Ｒ－ＬＥＤと同様の処理を行う。この間、前にモ
ノクロイメージセンサ１０４に蓄積されたＲ－ＬＥＤ色の主走査方向１ライン分のＲ読取
信号がモノクロイメージセンサ１０４から図２のＡＦＥ４０２に出力信号として出力され
る。
【００４１】
　以下同様に、透過原稿用ＬＥＤユニット１１１のＢ－ＬＥＤの点灯中にＧ読取信号がＡ
ＦＥ４０２に出力される。その後、コンタクトイメージセンサ１０１が原稿に沿って副走
査方向に１ライン分移動した後、次の１ラインの透過原稿の画像を読み取るために透過原
稿用ＬＥＤユニット１１１のＲ－ＬＥＤが点灯している間に、透過原稿用ＬＥＤユニット
１１１のＢ読取信号が出力される。このようにして、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色の読取信号が１ラ
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インずつモノクロイメージセンサ１０４からＡＦＥ４０２に出力信号として出力される。
【００４２】
　このプリスキャン処理は、インターフェース回路４０５を介してスキャナドライバから
取得した読取原稿１０５の一つの透過原稿領域１０８ａ，１０８ｂ，又は１０８ｃにおけ
る指定ラインまで行われると（ステップＳ６０４でＹＥＳ）、透過原稿用ＬＥＤユニット
１１１，１１２，１１３の全てによるプリスキャン処理が終了したか否かを判別し（ステ
ップＳ６０５）、終了していないときは、点灯位置切替制御回路５０９がＬＥＤ点灯位置
を切り替えて（ステップＳ６０６）、ステップＳ６０３以降の処理を繰り返す。具体的に
は、上述したように、透過原稿用ＬＥＤユニット１１１についてのプリスキャン処理のみ
が終了している場合は、透過原稿用ＬＥＤユニット１１２についてのプリスキャン処理（
ステップＳ６０３）を読取原稿１０５の次の一つの透過原稿領域１０８ｂにおける指定ラ
インが終了するまで（Ｓ６０４でＹＥＳ）行い、その後、透過原稿用ＬＥＤユニット１１
３についてのプリスキャン処理（ステップＳ６０３）を読取原稿１０５の最後の透過原稿
領域１０８ｃにおける指定ラインが終了するまで（Ｓ６０４でＹＥＳ）行う。
【００４３】
　一方、ステップＳ６０５の判別の結果、透過原稿用ＬＥＤユニット１１１，１１２，１
１３の全てによるプリスキャン処理が終了したときは、そのプリスキャンの結果を外部装
置４０６に送信する。これにより、外部装置４０６は不図示のモニタでプリスキャンの結
果を表示することができ、ユーザはプリスキャンが所望の範囲で行われているかどうか等
をチェックすることができる。
【００４４】
　次に、画像読取装置１００は、インターフェース回路４０５を介してスキャナドライバ
から本スキャン開始命令を受信すると（ステップＳ６０７でＹＥＳ）、本スキャン処理を
行う（ステップＳ６０８）。このスキャン処理は、上述のプリスキャン処理（ステップＳ
６０３）と略同様の処理であり、通常スキャナドライバから受信する設定は、読取範囲が
指定され、読み取り解像度の設定がプリスキャン処理の場合の設定と比べて高い。
【００４５】
　この本スキャン処理についても、モノクロイメージセンサ１０４が指定ライン分の読み
取りを終了すると（ステップＳ６０９でＹＥＳ）、透過原稿用ＬＥＤユニット１１１，１
１２，１１３の全てによる本スキャン処理が終了したか否かを判別し（ステップＳ６１０
）、終了していないときは、点灯位置切替制御回路５０９がＬＥＤ点灯位置を切り替え（
ステップＳ６１１）、ステップＳ６０８以降の処理を繰り返す。
【００４６】
　一方、ステップＳ６１０の判別の結果、透過原稿用ＬＥＤユニット１１１，１１２，１
１３の全てによる本スキャン処理が終了したときは、その本スキャンの結果を外部装置４
０６に送信して、本処理を終了する。
【００４７】
　以上、本実施の形態によれば、透過原稿用ＬＥＤユニット１１１がＲＧＢの３つのＬＥ
Ｄ光を順次切り替えて、読取原稿１０５の１コマを照射することによりモノクロイメージ
センサ１０４が指定ライン分の読取りを終了した後（ステップＳ６０４でＹＥＳ）、透過
原稿用ＬＥＤユニット１１１，１１２，１１３の全てによるプリスキャン処理が終了する
まで（ステップＳ６０５でＹＥＳ）、点灯位置切替制御回路５０９がＬＥＤ点灯位置を切
り替えることにより、透過原稿用ＬＥＤユニット１１２，１１３について同様の処理を行
う（ステップＳ６１１）ので、モノクロイメージセンサ１０４による画像の読取位置に応
じて透過原稿用ＬＥＤユニット１１１，１１２，１１３の点灯を順次切り替えると共に、
この切り替えられた点灯光源の１つにおける複数の光源を順次切り替えることができ、透
過原稿の読取用光源の消費電力を低減させることができる。
【００４８】
　本実施の形態では、透過原稿用ＬＥＤユニット１１１，１１２，１１３は、図１（ｂ）
に示すように、各透過原稿領域１０８の片側中央位置に配されているが、図５（ａ）に示
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うに、各透過原稿領域１０８の両側隅角位置にあってもよい。これにより、より精度よく
複数コマから成る読取原稿１０５の読取を行うことができる。また、図１，５の説明では
、３コマの画像を有する透過原稿１０５に対して、透過原稿領域１０８を３つ設定して、
３箇所の点灯位置を切り替えているが、６コマの画像を有する透過原稿に対して、２コマ
で一つの透過原稿領域として、全体で３つの透過原稿領域を設定し、６コマに対して、３
箇所のＬＥＤの位置を切り替えて照明して読み取る等の変形もできる。また、透過原稿用
ＬＥＤユニット１１１，１１２，１１３を白色ＬＥＤにて構成し、ＣＩＳでの読み取りを
モノクロイメージセンサ１０４の代わりに３色のカラーフィルタを有するイメージセンサ
にて読み取ることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像読取装置の概略構成を示す図であり、（ａ）は側
面図であり、（ｂ）は平面図である。
【図２】図１における電気基板１０９の備える各種回路のブロック図である。
【図３】図１における透過原稿用照明装置１０７の光源切替回路のブロック図である。
【図４】図１の画像読取装置１００によって実行される透過原稿読取処理のフローチャー
トである。
【図５】（ａ）は、図１の画像読取装置の変形例の平面図であり、（ｂ）は、図１の画像
読取装置の他の変形例の平面図である。
【図６】従来の画像読取装置の平面図である。
【符号の説明】
【００５０】
１００　画像読取装置
１０４　モノクロイメージセンサ
１０５　読取原稿
１０７　透過原稿用照明装置
１０８　透過原稿領域
１０９　電気基板
１１０　面状導光体
１１１，１１２，１１３　透過原稿用ＬＥＤユニット
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